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浄化槽法の一部改正について

浄化槽法の一部改正が現在検討中である。平成 年の改正で単独浄化槽が廃止

された。あれから 年を経過したが、下水道部から、 法定検査率が低い。

維持管理には問題がある。など指摘を受けており、今回の改正は規制強化が

目的とされている。

維持管理には問題があるとされる実態は、

、設置者には三つの義務（保守点検、清掃、法定検査）がある。三つの業種が

連携を取らず、それぞれの都合で行っている。

、省令を業者が自分に都合よく拡大解釈した 回点検（毎月）、現場作業をほ

とんどしない 分間点検。

以上の二点を解消しなければ、設置者に対し、法改正により責任を果たすこと

にはならない。

─ ─
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年 頭 挨 拶

社団法人岐阜県浄化槽連合会

会 長 玉 川 福 和

あけましておめでとうございます。

昨年は驚くことが多くあった年でありました。海外ではイラクにお

ける戦争です。掃討作戦といって、民間人を平気で殺してしまう。イ

ラクから手を引けばイラクはテロの温床になってしまうといって、犠牲になるのはほとんどが罪なき

民間人であります。そうした大量殺人の現象を見て、社会全体が何とも思わなくなってしまっている

ことにまず驚きました。

国内においては、「民間にできることは民間に、地方にできることは地方に」と言葉が飛び交い、

凡人である私には、特別の人でなく多くの平民のために何が結果として変わったのか、全く理解でき

ませんでした。

経済至上主義と、さも解ったように話す人が多いのにも驚かされます。経済は人間が生活する上で、

人間が作り上げたものであり、決して人の命より経済が優先するものではありません。人間はそれな

りの努力をすることで、それなりの生活ができるようにならなければ、その時代の政治、経済のあり

ようが問われるべきであります。勝った者が素晴らしくて、負けた者は負けた者の責任と片づけるよ

うな問題ではありません。人間社会のありようは、強い者は弱い者を助け共に生きるということが、

結果として強い者が存在する意味が明らかとなり、生き甲斐を助け合うことの中に見いださなければ

ならないのです。

最後に三位一体であります。地方 団体の最終提案は、生活排水処理施設の中で公共下水道、農業

集落排水の補助金はそのままにして、廃止する事業として、流域下水道 億円、浄化槽を含む廃

棄物処理施設整備費 億円の計 億円でありました。生活排水事業のくくりであるならば、下

水道事業予算 億円、農集排事業予算 億円、浄化槽整備予算 億円の計 億円全体を廃止

するのであるなら首尾一貫性があるといえるものを、今回の三位一体改革は、内部からの批評も含め

画竜点睛を欠いたものと断ぜざるをえません。批判を決意とし、年頭の挨拶とします。

─ ─
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年 頭 挨 拶

岐阜県環境局長 猿 渡 要 司

新年あけましておめでとうございます。

新しい年を迎えまして、一言御挨拶を申し上げます。

社団法人岐阜県浄化槽連合会並びに会員の皆様には、日頃から、浄

化槽の適正な維持管理を通じて、生活環境の保全並びに公衆衛生の向上に格別の御尽力を賜り、厚く

お礼申し上げます。

また、昨年は、例年になく数多くの台風が襲来するなど、全国各地で自然災害が多発いたしました

が、貴連合会の会員であります岐阜県環境整備事業協同組合におかれましては、新潟県中越地震や台

風 号など、県内外における災害に際し迅速に対応され、被災した下水道の下水管に溜まったし尿等

の引き抜き作業など、災害救援活動において多大な御貢献をいただき、誠にありがとうございました。

重ねてお礼申し上げます。

さて、平成 年度の本県の汚水処理人口普及率は ％（平成 年度 ％）となっておりますが、

地域によってばらつきがあり、今後、山間部での汚水処理施設の整備を進める上で、浄化槽の役割は

ますます大きくなっていくものと考えられます。

一方、国においては、平成 年度予算編成において、いわゆる「三位一体」の改革により国庫補助

制度の見直しや補助金の大幅な減額がなされる中、浄化槽整備については、汚水処理施設の効率的・

効果的整備を図る観点から、従来の廃棄物処理施設整備費補助金（ 億円）に加え、新たに「循環

型社会形成推進交付金（ 億円）」「汚水処理施設整備交付金（ 億円）」が創設され、前年度比 ％

増の総額 億円が確保される見通しです。

浄化槽の一層の整備促進のためには、国、県、市町村が一体となって取り組みを進めていく必要が

あり、浄化槽の計画的整備を促進するため、県としましても、所要の財源の確保等市町村に対し必要

な支援を図ってまいります。

貴連合会の皆様には、美しく豊かで快適な水環境づくりを進めるため、浄化槽の つの義務である

保守点検・清掃・法定検査を徹底し維持管理を推進するという、極めて重要な役割を担っていただい

ており、今後も、一層の御協力をお願い申し上げます。

終わりにあたりまして、社団法人岐阜県浄化槽連合会の一層の御発展と会員の皆様の益々の御健勝

を祈念いたしまして、御挨拶とさせていただきます。



年 頭 挨 拶

岐阜県市長会会長

美濃加茂市長 川 合 良 樹

新年あけましておめでとうございます。
平成 年の年頭にあたり、謹んでお慶びを申し上げます。
貴連合会におかれましては、岐阜県内において浄化槽の施工、保守

点検及び清掃を行う関係団体並びに法定検査機関が一体となり、浄化槽に関する技術の向上と知識の
普及を図り、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に取り組んでいただいておりますことに対しまして、
衷心よりお礼申し上げます。
昨年は、夏の記録的な集中豪雨、度重なる台風の襲来、新潟県中越地震、スマトラ沖地震など、正
に「災」の一年でありました。
多大な被害をお受けになった被災者の皆様方に対し、心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も
早い復旧をお祈り申し上げます。
今日の日本経済は、中小企業や地域経済にとって依然厳しいものではありますが、政府の平成 年

度経済見通しにありますように、世界経済の回復が続く中で、生産や設備投資が増加するなど、引き
続き緩やかな回復を続けることが見込まれており、長く険しい低迷の時代から、ようやく回復基調を
見せ始めたようであります。
また、本年は、中部国際空港の開港、東海環状自動車道東回り区間の開通、 年日本国際博覧会

（愛・地球博）の開催など、ビッグ・プロジェクトが完成の時期を迎え、岐阜県や中部圏域にとって、
大きく飛躍する年になるのではないかと期待をいたしております。
さて、近年、都市化の進展や生活水準の向上に伴って、生活排水による公共水域の水質汚濁が進ん
でおり、その対策が大きな課題となっております。
そうした中、貴連合会におかれましては、清掃、保守点検、法定検査の つをシステム的に連携さ
せ、浄化槽の維持管理を行うという岐阜県方式を確立され、全国一高い法定検査実施率の県として、
全国の模範となっておられます。
県内の各都市では、公共下水道整備を進めておりますが、地域の事情によっては、農業集落排水施
設や浄化槽による水質保全は必要不可欠であります。
そして、岐阜県が推進されます全県域下水道化構想による「日本一水質のよい 水環境」を実現す
るためにも、公共下水道、農業集落排水施設、浄化槽の効率的な整備が求められます。
今後も、浄化槽に関する正しい知識の普及とともに、関係者の皆様が連携を密にし、健康で快適な
生活環境づくりが推進されるよう、ご協力をお願い申し上げます。
地方分権の推進、少子・高齢化の進展、国・地方を通じる財政の著しい悪化など、市町村行政を取
り巻く情勢が大きく変化しております。
私たち、自治体におきましては、変化に対応したスリムで効率的な行政運営を実現するため、事務
事業の見直し、民間活力の活用、電子自治体の推進、さらには市町村合併等による行財政基盤の強化
を図り、地域の実状と将来のあるべき姿をしっかりと見据え、住民一人ひとりが「住んでよかった」
といえるまちづくりを、進めてまいりたいと存じます。
終わりに、岐阜県浄化槽連合会のますますのご発展と関係者の皆様のご健勝をお祈りいたしまして、

新春のごあいさつとさせていただきます。

─ ─



年 頭 挨 拶

岐阜県町村会長

笠原町長 水 野 隆 夫

新年あけましておめでとうございます。

平成 年の輝かしい新春を迎えるにあたり、謹んでごあいさつを申

し上げます。

社団法人岐阜県浄化槽連合会並びに会員の皆様におかれましては、浄化槽の適正な管理を通じまし

て、生活環境の保全並びに公衆衛生の向上に格別のご尽力を賜り、厚くお礼を申し上げますとともに、

日頃のご労苦に対しまして、敬意と感謝を申し上げる次第であります。

さて、ご案内のように地球の温暖化やオゾン層の破壊、熱帯雨林の減少といった地球環境問題は今

や、人類全体の生存基盤に関わる重要な課題となっております。

このような、地球規模的な問題とともに、私どもの身近な環境問題として、生活水準の向上などに

よりまして大量のエネルギー消費や都市化された生活様式の多様化などに伴いまして、家庭からの生

活雑排水などによる河川の汚濁も社会的に大きな問題となっております。

今、岐阜県では「日本一住みよいふるさと岐阜県」を目指して、 年頃を目途に公共下水道施設、

農業集落排水施設、合併処理浄化槽を組み合わせた効率的な整備によりまして「日本一水質のよい水

環境の実現」を推進しておられるところでございますが、特に町村においては、合併処理浄化槽は人

口密度の低い地域にあっては、経済的に有効な処理施設でありまして、下水道と同じ機能を有する合

併処理浄化槽の設置を促進することは、水質汚濁防止を始め、地球に優しい環境対策にも役立ち、町

村財政上からも極めて有効な手段であると思っております。

このような状況を踏まえ、私ども町村といたしましては、国や県のご指導をいただきながら、生活

排水処理基本計画の策定または見直しによりまして、浄化槽による整備体制を確立することが大切で

あると思っております。

そのためには、合併処理浄化槽の設置について町村が住民に対し積極的に支援する「浄化槽市町村

整備推進事業」の推進と同時に既設単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への転換や 手法を活用し

た浄化槽整備の取り組み等が必要であります。今後ともそれぞれの地域の実情に合った具体的施策の

推進によりまして、合併処理浄化槽の一層の普及促進に努めていかなければならないと思っておりま

す。

今後とも貴連合会におかれましては、合併処理浄化槽の普及促進、維持管理の強化など、健康で安

全かつ快適な生活環境の保全並びに公衆衛生の向上に対しまして、一層のご尽力をいただきますよう

ご期待申し上げる次第でございます。

終わりにあたりまして、社団法人岐阜県浄化槽連合会のますますのご発展と会員皆様方のご健勝を

心よりご祈念申し上げまして、年頭にあたってのご挨拶とさせていただきます。

─ ─



平成 年度浄化槽推進関係予算（案）の概要

平成 年 月 日 閣 議 了 承

健全な水循環に資する浄化槽の整備促進 百万円

汚水処理施設の効率的・効果的な整備を図るとともに、循環型社会の形成を推進するため、健全

な水循環に資する浄化槽整備の一層の促進に必要な予算を計上。

浄化槽整備費補助金 百万円

廃棄物処理施設整備費に浄化槽の整備に要する予算を計上。

（ 億円の内数）

循環型社会形成推進交付金の創設 百万円

新たに創設された循環型社会形成推進交付金に浄化槽の整備に要する予算を計上。

（ 億円の内数）

汚水処理施設整備交付金の創設（内閣府計上） 百万円

地域再生計画（仮称）に基づいて、環境省、農林水産省、国土交通省所管の汚水処理施設の整備

を効率的に行うために、事業間での融通や年度間での事業量の変更が可能な予算制度として創設。

（ 億円の内数）

─ ─

浄化槽整備事業の内訳 【単位 百万円】

平成 年度
予 算 額

平成 年度
予算額（案）

対前年度比
％

浄化槽整備事業
総 額

（ ） （ ） （ ）

浄化槽整備費補助金
（ ） （ ） （ ）

循環型社会形成推進交付金
（ ） （ ） （皆 増）

皆増

汚水処理施設整備交付金
（内閣府計上）

（ ） （ ） （皆 増）
皆増

浄化槽設置整備事業
再掲 （個人設置型）

（ ） （ ） （ ）

浄化槽市町村整備推進事業
再掲 （市町村設置型）

（ ） （ ） （ ）

上段（ ）は、内閣府〔沖縄〕、国土交通省〔北海道、離島〕計上分を含めた額



国の支援措置の充実・強化のための補助制度の見直し

浄化槽市町村整備推進事業の補助要件の緩和

ア．整備戸数の緩和

事業年度内整備戸数の下限（ 戸）について、事業が 年以上継続した場合又は累積 戸以

上整備した場合については、戸数制限を 戸に緩和。

イ．地域要件等の緩和

補助対象地域に係る汚水衛生処理率の要件を緩和。

（汚水衛生処理率の要件「 ％未満」を「 ％未満」に、「 ％未満」を「 ％未満」にそ

れぞれ引き上げる。）

有明海及び八代海対策の充実

有明海及び八代海を再生するための特別措置に関する法律に定める地域における市町村設置型

の補助要件ついて、補助対象地域に係る汚水衛生処理率の要件を撤廃するとともに、当該地域

を整備戸数の要件緩和地域（年間 戸）に追加。

浄化槽整備のための支援強化 百万円

浄化槽整備推進事業の推進 百万円

浄化槽整備の促進に資するよう、経済性・効率性に優れた浄化槽整備の効果や維持管理の重要性

についての理解を一層進めるため、タウンミーティング等の普及啓発事業を引き続き実施する。

生活排水対策に関するタウンミーティングの開催

市町村への専門家の派遣

維持管理に関する啓発普及

浄化槽の効率的な維持管理の推進 百万円

維持管理の効率的な手法調査事業の実施 百万円

浄化槽の適正な維持管理を推進するため、 技術を活用し連携して効率的に維持管理をしようと

している地域において、モデル事業を実施し、その結果を評価し、全国的な普及を図る。

─ ─



法定検査における保守点検・清掃記録票
チェックの重点項目について

岐阜県環境管理技術センター

浄化槽検査課長 田 中 義 勝

．小型合併処理浄化槽の保守点検記録票

水道メーター 積算流量計（量水器）の有無 流入水量の把握

単位装置の点検

水道メーター 積算流量計（量水器）の有無 （無・有［メーターの値 ］）

目的

一日当たりの流入水量の把握。流入量の把握は、循環量の設定等に必要です。また、水量過

多は水質に影響しやすいので、不適正時の原因把握に役立ちます。

手法

水道メーターの有無を確認。メーターがあればその水量を確認し、一日当たりの流入水量（平

均）を把握する。井戸水、簡易水道などは（無）とする。

小容量型・高度処理型の循環量の把握 （移送量を読み替えて記載）

単位装置の点検

接触ばっ気槽 汚泥移送装置の有無 （無・有 ［停止中・運転中］）

（生物ろ過槽） 移送量 分（ 日）

沈 殿 槽 循環水量調整 （良・不良）

（処理水槽）

点検の結果及び処置

接触ばっ気槽 汚泥移送量の調整 （未実施・実施

（生物ろ過槽） ［移送量 分（ 日］）

目的

循環量は多すぎても少なすぎても水質に影響は出ます。浄化槽メーカーの指示を基本とし、

現場に合わせた調整が必要です。

手法

循環量は保守点検時に必ず測定する。（調整前と調整後）

循環量はエアリフト内部のスライムの付着、循環管内のスライムの付着などでその量は簡単

に変化します。測定はビーカーなどで採取し、メスシリンダーで測定する。

─ ─



各槽及び室のスカムの生成状況・堆積汚泥量の生成状況の把握

単位装置の点検

嫌 気 ろ 床 槽 スカムの生成状況 （無・有 ［ ］）

第 ． 室 堆積汚泥の生成状況 （無・有 ［ ］）

沈 殿 槽 スカムの生成状況 （無・有 ［ ］）

（処理水槽） 堆積汚泥の生成状況 （無・有 ［ ］）

目的

ろ床内の閉塞状況を把握し、空気洗浄の必要性の有無・清掃時期の判断を行う。

流出管の途中又は下端開口部が、汚泥や夾雑物で閉塞していないかを判断。

汚泥量を把握し、流出の恐れがある場合は清掃時期を早めるなどの措置が必要となる。

手法

スカム厚・堆積汚泥量は槽上部からの目視ではその量を判断できない。原則保守点検毎に各

槽及び室の流出管内等のスカム厚・堆積汚泥量を測定し、発生時にはその量を記載する。

嫌気ろ床内の汚泥の補足状況、担体内部の の補足状況なども調べる。

の透明アクリル管が便利です。

─ ─

（透明アクリル管にて処理水槽の堆積汚泥を
測定している写真）



消毒剤の残留量・補充量の把握

単位装置の点検

消 毒 槽 残留量 錠 補充量 錠

消毒剤の残りの量、補充量の記載は必須です。

補充は必ず満タン充填です。（次回保守点検まで持つと思われても満タン充填）

消毒剤は有効塩素濃度 ％以上を使用し、消毒筒に合った径の消毒剤を使用する。

（筒内径 に外径 の薬剤を使用することは認められません）

処理水と消毒剤が適切に接触しているか否かを、流水状態で確認してください。

．小型合併処理浄化槽の清掃記録票

各槽及び室の引き抜き汚泥量の把握

各槽の引き抜き汚泥量が明確になるよう記載する。

清掃時に槽内の異常が確認された場合は、詳細な記載をする。

（例 仕切板の破損 破損部位 破損状況等を記載する。）

．みなし浄化槽（単独処理浄化槽）

平成 年 月 日浄化槽対策室長通知にて、各処理方式の維持管理ガイドラインが報告され、単独

処理浄化槽についても維持管理ガイドラインが発表されている。

［浄化槽管理士講習テキスト 浄化槽関連法規資料集 日本環境整備教育センター］

現在使用されている保守点検記録票の中で、記載内容の項目に不足がある管理士が見受けられるの

で記載をお願いする。【 ・ の記載欄に未記入】

分離接触ばっ気方式での注意項目

接触ばっ気室内の の測定（死水域の有無の確認）

分離ばっ気方式

ばっ気室内の の測定

分間汚泥沈殿率（ ）の測定

全ばっ気方式

分間汚泥沈殿率（ ）の測定

─ ─
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都道府県別汚水処理人口普及状況
（平成 年度末）

都道府県

名

汚水処理

人口普及

率

総人口
汚水処理

人口 計 下水道

農業集落

排水施設

等

浄化槽
コミュニティ

・プラント等

うち
浄化槽市町
村整備推進
事業等分

うち
浄化槽設置
整備事業分

うち

左記以外分

（千人） （千人） （千人） （千人） （千人） （千人） （千人） （千人） （千人）

北 海 道 ％
青 森 県 ％
岩 手 県 ％
宮 城 県 ％
秋 田 県 ％
山 形 県 ％
福 島 県 ％
茨 城 県 ％
栃 木 県 ％
群 馬 県 ％
埼 玉 県 ％
千 葉 県 ％
東 京 都 ％
神奈川県 ％
新 潟 県 ％
富 山 県 ％
石 川 県 ％
福 井 県 ％
山 梨 県 ％
長 野 県 ％
岐 阜 県 ％
静 岡 県 ％
愛 知 県 ％
三 重 県 ％
滋 賀 県 ％
京 都 府 ％
大 阪 府 ％
兵 庫 県 ％
奈 良 県 ％
和歌山県 ％
鳥 取 県 ％
島 根 県 ％
岡 山 県 ％
広 島 県 ％
山 口 県 ％
徳 島 県 ％
香 川 県 ％
愛 媛 県 ％
高 知 県 ％
福 岡 県 ％
佐 賀 県 ％
長 崎 県 ％
熊 本 県 ％
大 分 県 ％
宮 崎 県 ％
鹿児島県 ％
沖 縄 県 ％
全 国 計 ％

（注）総人口、整備人口は四捨五入を行ったため、合計が合わないことがある。
総人口には、総務省発表の住民基本台帳人口を使用。
整備人口 人の場合は、「 」で表示

岐 阜 県 ％



平成 年度浄化槽実務者研修会開催要綱

．主催 社団法人岐阜県浄化槽連合会

岐阜県浄化槽らくらくプロジェクト促進協議会

．期日・会場・研修地域

月 日 会 場 研修地域

月 日 長良川国際会議場 大会議室（ ） 岐 阜・西 濃

月 日 同 同 中 濃・東 濃

月 日 高山市民文化会館 大会議室（ ） 飛 騨

．研修者 施工、保守点検、清掃及び法定検査の経営者・実務担当者

メーカー、消毒剤業者

県振興局

．内容

開会挨拶 岐阜県浄化槽連合会副会長 境 豊

主催者挨拶 岐阜県浄化槽連合会会長 玉川 福和

県挨拶 環境局長（岐阜会場 日間） 猿渡 要司

飛騨地域振興局長（飛騨会場） 成原 嘉彦

説明「法令ほか」

県廃棄物対策室

講義「浄化槽の将来展望について」

日本環境整備教育センター理事 大森 英昭

休憩（昼食）

講義「浄化槽施工及ぴ維持管理の技術上の問題点について」

日本環境整備教育センター理事 大森 英昭

説明「維持管理記録票について」

岐阜県環境管理技術センター検査課長 田中 義勝

休憩

事例発表（質疑応答含む）アドバイザー 大森 英昭

施 工 分間

保守点検 分間

清 掃 分間

法定検査 分間

閉会挨拶 岐阜県浄化槽らくらくプロジェクト促進協議会会長 中村 保
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